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宇都宮市地域密着型サービス運営委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 介護保険法（平成９年法律第１２３号。以下「法」という。）の規定に

よる地域密着型サービス及び地域密着型介護予防サービス（以下「地域密着

型サービス」という。）の円滑かつ適正な実施に資するため，宇都宮市地域密

着型サービス運営委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は，次に掲げる事項に関して，市長若しくは地域密着型サービ

ス事業者選定委員会に対して意見を述べる。 

 (１) 地域密着型サービス事業者（地域密着型サービスを提供する事業者をい

う。以下同じ。）の指定に関すること。 

 (２) 法の規定による本市における地域密着型サービスの費用の額に関するこ

と。 

 (３) 法の規定による本市における地域密着型サービス事業者の設備又は運営

の基準に関すること。 

 (４) 地域密着型サービスの質の確保又は地域密着型サービス事業者の運営評

価に関すること。 

 (５) その他地域密着型サービス事業者の適正な運営に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は，委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は，関係者の意見反映，公平性の確保等の観点を踏まえ，学識経験者

その他地域密着型サービスの適正な運営を確保する上で必要と認められる者

の中から市長が委嘱する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は，２年とし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間と

する。ただし，再任を妨げない。 

（委員の出席） 

第５条 委員は，第２第１号に掲げる事項で，自己に関するものについては，

その委員会の会議に出席することができない。 
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１９ 

 （会長及び副会長） 

第６条 委員会に会長及び副会長１人を置き，委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は，会務を総理し，委員会を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代理する。 

 （会議） 

第７条 委員会の会議は，会長が招集し，会長がその議長となる。 

２ 委員会は，半数以上の委員が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，

議長の決するところによる。 

４ 委員会は，必要があると認めるときは，関係人の出席を求め，説明又は意

見を聴くことができる。 

５ 委員が宇都宮市社会福祉施設等事業者選考専門委員（以下この項において

「専門委員」という。）に選任された場合において，その委員が専門委員とし

て調査し，又は選考した案件について委員会に付議されたときは，当該委員

は，その議事に関与することができない。 

６  第１項の規定にかかわらず，会長は，災害の発生，感染症のまん延の防止

その他の理由により，会議を招集することが困難な場合その他やむを得ない

理由があると認めるときは，議事の概要を記載した書面を会の各委員に回付

し，意見を聴き，会議の開催に代えることができる。 

 （守秘義務） 

第８条 委員及び関係人は，会議において知り得た情報を外部に漏らしてはな

らない。なお，その職を退いた後においても同様とする。 

 （庶務） 

第９条 委員会の庶務は，保健福祉総務課又は高齢福祉課において処理するも

のとし，担当の区分は別表に定めるところによる。 

 （補則） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営について必要な事項は，

会長が委員会に諮って定める。 

   附 則 

 この要綱は，平成１８年２月１６日から適用する。 



 ２０  

   附 則 

 この要綱は，平成２０年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この要綱は，平成２２年５月１日から適用する。 

 附 則 

 この要綱は，平成２６年４月１日から適用する。 

 附 則 

 この要綱は，令和４年２月１日から適用する。 

 

別表（第９条関係） 

区   分 庶務担当課 

第２条第１号又は第３号の規定による事

項を審議する会議 
保健福祉総務課 

第２条第２号の規定による事項を審議す

る会議 
高 齢 福 祉 課 

第２条第４号又は第５号の規定による事

項を審議する会議 

保健福祉総務課と高齢福

祉課間で協議して定める。

 


